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ドにおける法学教育」（翻訳と紹介）関西大学法学論集第 61 巻第２号 490 頁以下参照。
（２） 　ジョージ・ムソラキス（斉藤豊治＝白井諭［共訳］）「修復的司法：現在の理論と実
務に関する批判的考察」（東北大学）法学第 68 巻第１号 156 頁以下；ジョージ・ムス
ラキス著（荻野太司＝吉中信人［訳］）「修復的司法：現今の理論と実践に関する考察（一）
～（四・完）」広島法学第 29 巻第１号 176 頁以下、広島法学第 29 巻第２号 284 頁以下、























































































































































































































































































イギリス王権とマオリ首長の間で 1840 年に締結された。そして、1975 年ワイタンギ条
約法に基づき設立されたワイタンギ審判所が、その条約違反を管轄し、マオリの人権
や文化的・精神的価値の保護を図っている。
49 － 論文紹介：ジョージ・ムスラキス「ニュージーランドにおける修復的司法、土着の慣習、及び司法改革」（山川）
－ 206 －
と今日のマオリとの間での文化的変化を比較検討することは紹介者の能力を
超えるが、歴史的変遷や修復的司法の対象犯罪の範囲等からすれば、筆者の
見解は説得力があるように思われる。固有法時代から内部的刑法の思想が強
く、恥の文化や村社会という観念が残る日本にもマオリの修復的司法を受容
する文化的素地があるのか、非常に興味深いところである。
　また、筆者が指摘するように現代の修復的司法を再発見であるとすれば、
それは、刑事不法の本質を見つめ直すための温故知新といえるかもしれない。
侵害の対象が公益か私益かという事前の観点のみならず、共議手続を通じて
侵害が修復可能かどうかを追究することは、コミュニティ又は国家が可罰的
行為に付与している純粋な価値に気づく契機となり得るように思われる。こ
れは、紹介者の検討課題としたい。
〔附記〕　最後に、最終講義の当日まで、ヘーゲルの相互承認関係論を始め、刑罰論、犯罪
論をご指導下さった松生建先生に心より感謝を捧げるとともに、先生のご健康と益々の御
活躍を祈念する次第である。
